
地域産業集積活性化事業

平成１３年度 研究内容

有害物質の除去技術の開発と再利用
‐六価クロム除去技術の実用化‐

研究者：山口明良（名工大）、武内修治（財団）、企業（２名）

平成１３年度 研究成果

メンバー
＜使用後れんがリサイクル＞

使用後れんが 炭素還元処理

＋
処理後粉砕品 れんが原料

リサイクルれんが

評価試験 
　組成分析・一般物性
　強度測定

無害化

委託研究
＜安定なクロム系セラミックスの開発＞

＋ or

クロミア，ジルコニア，チタニア系組成物の合成

評価試験

曲げ試験 反応実験 Ｘ線回折 など
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委託研究
試料組成（mass％）

これらにCaOを加え加熱 
　（950℃・1450℃）

ZrO2,TiO2を添加したものは六価クロム化合物が

１／１０に減少

抑制効果あり

試料 Cr2O3 ZrO2 TiO2

Ａ 100 0 0
Ｂ 70 30 0
Ｃ 56 24 20

試料名
加熱温度
（℃）

Ca 4

(mass%)
950 100
1400 95 CaCr 2O 4 Ca 3 (CrO 4) 2

950 77 ZrO 2

1400 46 CaCr 2O 4 Ca 3

950 38 ZrO 2 Ca 3

1400 9 CaCr 2O 4 Ca 3 Ca 3

析出物（Ｘ線回折）
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(950℃・1400℃)

メンバー

強度試験結果

強度・一般物性ともに問題なし
処理品添加量増加→強度増加

リサイクル可能

試作れんが写真
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